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愛知県政記者クラブ同時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 60回アジア開発銀行年次総会の開催地が 
愛知・名古屋に決定しました！ 

愛知県と名古屋市は、2027 年開催予定の「第 60 回アジア開発銀行年次総会」について、

愛知・名古屋での開催に向け、経済界とともに誘致を進め、本年２月に財務省により国内

開催候補地として選定されました（2025 年２月 12日発表済み）。 

５月５日（現地及び日本時間ともに）、第58回アジア開発銀行年次総会（イタリア・ミラ

ノ）において、第 60 回アジア開発銀行年次総会が愛知・名古屋で開催されることが正式に

決定されましたのでお知らせします。 

なお、日本での開催は 10年ぶり６度目、愛知・名古屋では初の開催となります。 

 

≪第 60回アジア開発銀行年次総会愛知・名古屋開催について≫ 

１ 開催期間 

  2027 年５月２日（日）から５月５日（水・祝）まで（関連会議を含む。） 

２ 開催場所（想定） 

  名古屋国際会議場（名古屋市熱田区熱田西町１－１）及び名古屋市内ホテル等 

≪誘致の経緯≫ 

2024 年 10 月 21 日 財務省が国内開催候補地の募集を開始 

 12 月 ５日 愛知県知事・名古屋市長による愛知・名古屋への誘致表明 

 12 月 ６日 財務省へ誘致計画書を提出 

 

  「第 60 回アジア開発銀行年次総会 愛知・名古屋誘致推進協議会」

を設立 

 会  長：愛知県知事 

会長代行：名古屋市長 

 委  員：名古屋商工会議所会頭、(一社)中部経済連合会会長、 

      (一社)名古屋銀行協会会長 

 12 月 24 日 「誘致推進協議会」による財務大臣への要請 

2025 年 ２月 12 日 財務省が国内開催候補地を愛知・名古屋に選定 

 ３月 18 日 アジア開発銀行による愛知・名古屋視察（～19日） 

 ５月 ５日 第 58 回年次総会（イタリア・ミラノ）において開催地決定 

2025 年 5月 6日（火） 

名古屋市総務局総合調整部 

総合調整課 

担 当 木全、山本 

ダイヤルイン 052-972-2227 

名古屋市観光文化交流局観光交流部 

ＭＩＣＥ推進課 

担 当 阿部、田口 

ダイヤルイン 052-972-2426 

愛知県観光コンベンション局 

国際観光コンベンション課 

担 当 小笠原、上松 

ダイヤルイン 052-954-6373 
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≪参考≫ 

〇 アジア開発銀行（Asian Development Bank：ADB）は、アジア・太平洋地域における

経済成長及び経済協力を助長し、開発途上加盟国の経済発展に貢献することを目的に

1966年に設立された国際開発金融機関。69（アジア・太平洋地域内49、地域外20）の

国・地域が加盟。 

〇 年次総会は、加盟する国・地域の財務大臣及び中央銀行総裁が年に一度会合し、ア

ジア・太平洋地域が直面する開発上の問題や課題について議論する場。例年５月上旬

に開催され、3,000～5,000 人程度が参加。 

〇 日本での開催実績は、1966 年（創立総会）東京、1987 年（第 20 回）大阪、1997 年

（第 30回）福岡、2007 年（第 40回）京都、2017 年（第 50回）横浜。 



 

第 60 回アジア開発銀行年次総会 

開催地決定に対する市長コメント 

 

2027 年に開催される第 60 回アジア開発銀行年次総会が、愛知・名古屋

において開催されることは喜ばしく、大変光栄に思っております。 

 

アジア開発銀行年次総会は、加盟する国・地域の財務大臣や中央銀行総

裁をはじめ、国内外より 3,000 人から 5,000 人もの参加者が見込まれる

大規模な国際会議であり、年次総会が当地域で開催されることは、グロー

バルＭＩＣＥ都市としての愛知・名古屋のプレゼンスを高めることにも

つながるものと期待しております。 

また、2026 年にはアジア・アジアパラ競技大会が当地域で開催される

ことから、両大会のレガシーをこの年次総会に継承できることも、大変意

義あるものと考えております。 

 

 2027 年の年次総会開催に向けて、引き続き愛知県、地元経済界など関

係者の皆様と連携・協力し、年次総会が確実かつ効果的に運営されるよう、

地域一丸となって準備を進め、会議の成功に寄与してまいります。 

本市としても、年次総会のメイン会場となる予定の名古屋国際会議場

の大規模改修を着実に行うとともに、アジア開発銀行が重視する環境分

野での先進的な取組みの紹介や、観光をはじめとした名古屋の様々な魅

力を参加者の皆様に味わっていただけるよう、引き続き取り組んでまい

ります。 

 

令和７年５月６日 

 名 古 屋 市 長 

広 沢  一 郎  


